
 

前畑弾薬庫跡地利用構想検討有識者会議 報告書提出 

●日 時／平成２９年１１月２９日（水）１０時４５分～１１時１０分 

●場 所／市役所本庁舎１３階 市長応接室 

●出席者／有識者会議：山本座長（長崎県立大学 教授） 

            飯田副座長（（公財）佐世保観光コンベンション協会 理事長） 

     佐世保市：朝長市長、東基地政策局長、森田基地政策局次長ほか５名 

～市長へ「跡地利用に関する報告書」が提出されました～ 

１１月２９日、前畑弾薬庫跡地利用構想

検討有識者会議（以下「有識者会議」とい

う。）を代表して、山本座長、飯田副座長

から市長へ「跡地利用に関する報告書」が

提出されました。 

提出に際して、山本座長から報告書につ

いての概要説明がありました。前畑弾薬庫

の移転返還について、一日でも早く実現す

るよう、各委員に活発に議論いただきその

思いを「観光振興」と「産業振興」の考え

方に集約したので、今後、市による構想の

策定、国への働きかけに望みを託したい

と説明されました。 

飯田副座長からは、港内は、国防上、

制限水域などがあり一定の制約を受ける

状況であるものの、前畑弾薬庫（現地）

は地理的にみて比較的、中心部に近く重

要な場所であり、安全安心なまちづくり

の視点での活用策や、自然を守り建物を

残して活用して産業に活かしてはどう

か、歴史を大事にして保全・継承しなが

ら観光につなげてはどうかなど皆の活発に議論いいた

だき、思いを込めた形でとりまとめたものとの発言が

ありました。 

報告書を受け、市長からは、１年かけて報告書をと

りまとめられたことへのお労いと、今後、有識者会議

の思いを踏まえ、市の構想を練り上げるとともに、国

への働きかけをより強力に図っていきたいと述べまし

た。 

【当日の次第】 

１．開会 

２．正副座長から報告書提出 

３．市長あいさつ 

４．座長から概要説明 

５．意見交換 

６．閉会 


